
親知らずについて
横になっている親知らずの抜歯

親知らずを抜いたほうがいい場合

①手前と同じように生えているが、うまく磨けないとき①手前と同じように生えているが、うまく磨けないとき①手前と同じように生えているが、うまく磨けないとき①手前と同じように生えているが、うまく磨けないとき

②中途半端に生えていて歯の一部だけ見えているとき②中途半端に生えていて歯の一部だけ見えているとき②中途半端に生えていて歯の一部だけ見えているとき②中途半端に生えていて歯の一部だけ見えているとき(隣の歯もむし歯になりやすくなります隣の歯もむし歯になりやすくなります隣の歯もむし歯になりやすくなります隣の歯もむし歯になりやすくなります)
③横向きに生えているとき③横向きに生えているとき③横向きに生えているとき③横向きに生えているとき

④骨の中に埋まっているがレントゲン上で問題があるとき④骨の中に埋まっているがレントゲン上で問題があるとき④骨の中に埋まっているがレントゲン上で問題があるとき④骨の中に埋まっているがレントゲン上で問題があるとき

⑤歯並びを悪くする恐れがあるとき⑤歯並びを悪くする恐れがあるとき⑤歯並びを悪くする恐れがあるとき⑤歯並びを悪くする恐れがあるとき

②②②② ③③③③ ⑤⑤⑤⑤②②②②

親知らずを抜く時期 ・・・・・・・・・・・・生生生生えてきてからできるだけえてきてからできるだけえてきてからできるだけえてきてからできるだけ早早早早いほうがいいいほうがいいいほうがいいいほうがいい!!!!!!!!

• むし歯や歯周病になってからでは遅いむし歯や歯周病になってからでは遅いむし歯や歯周病になってからでは遅いむし歯や歯周病になってからでは遅い

• むし歯や歯周病になってからだと、麻酔が効きにくくなる場合があるむし歯や歯周病になってからだと、麻酔が効きにくくなる場合があるむし歯や歯周病になってからだと、麻酔が効きにくくなる場合があるむし歯や歯周病になってからだと、麻酔が効きにくくなる場合がある

• 若い時のほうが、親知らずを抜いた後の骨の回復がよい若い時のほうが、親知らずを抜いた後の骨の回復がよい若い時のほうが、親知らずを抜いた後の骨の回復がよい若い時のほうが、親知らずを抜いた後の骨の回復がよい

• 抜く時期が遅いと、骨とはりついて抜くのが大変になることがある抜く時期が遅いと、骨とはりついて抜くのが大変になることがある抜く時期が遅いと、骨とはりついて抜くのが大変になることがある抜く時期が遅いと、骨とはりついて抜くのが大変になることがある

• まっすぐ生えていてしっかり磨けている場合まっすぐ生えていてしっかり磨けている場合まっすぐ生えていてしっかり磨けている場合まっすぐ生えていてしっかり磨けている場合

• 骨に完全に埋まっていて、レントゲン写真上問題が無い場合骨に完全に埋まっていて、レントゲン写真上問題が無い場合骨に完全に埋まっていて、レントゲン写真上問題が無い場合骨に完全に埋まっていて、レントゲン写真上問題が無い場合

• その他、特に悪影響を及ぼすことがないと判断された場合その他、特に悪影響を及ぼすことがないと判断された場合その他、特に悪影響を及ぼすことがないと判断された場合その他、特に悪影響を及ぼすことがないと判断された場合

抜歯をしなくてもいい場合

おすすめの歯ブラシ♪
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